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英訳百人一首で育むことばの力
― 比較や英語による訳詩創作を通して，解釈や表現の豊かさに触れる和歌学習 ―

１．はじめに

　国立教育政策研究所が高校２年生を対象に実施した平成17年度高等学校教育課程
実施状況調査において，「古文を好きだ」という質問に対し，「どちらかといえばそ
う思わない」が21.5％，「そう思わない」が51.2％という結果が示された1）。漢文に
ついても同様の結果が示されており2），高等学校の古典教育において生徒をいかに
古典嫌いから脱却させるかが大きな課題であることがわかる。従来の古典教育にお
ける問題点を明らかにし，改善を図る必要があると言える。
　本稿の目的は，和歌を考察対象とし，高等学校における学習課題を明らかにした
うえで，その特性を生かした実践を考案し，その意義と課題についてまとめること
である。実践には，英語に翻訳された小倉百人一首（以下，英訳百人一首とする）
を教材として用いる。英語と国語という教科の枠組みを越え，普遍的なことばの力
を育む契機となる学びの実現も視野に入れつつ論じることとする。

２．高等学校における和歌学習の現状と今後のあり方

　高等学校における和歌学習はどのような状況にあるのか。石塚修（2016）は，高
等学校国語科教育における和歌の取り扱いについて，指導者側に「技法と現代語訳
の指導以外に，何をどこまで指導したらよいかがわからない」という思いがあると
し，「古典の授業でも敬遠されがち」だと述べる3）。これは，現行教科書における
和歌採録のあり方とも関連するように思われる。教科書で和歌を単体で扱う場合，

『万葉集』『古今和歌集』『新古今和歌集』という，いわゆる三大集の秀歌選の体裁
をとる場合が多く，学習における系統性が考慮されているとは言い難い。このこと
は，指導者側にとっても指導内容の焦点化を難しくさせることとなり，学習の単調
さを生み出しやすい状況にあると言える。
　和歌学習におけるこのような現状は，竹村信治（2018）の指摘する「和歌が詩と
して読まれていないのでないかとの疑念」を生み出すと考えられる4）。和歌は
五七五七七音からなる定型詩である。歌ことばという選ばれたことばによって構成
され，それぞれの歌ことばには，和歌が詠まれた時代における意味がある。また，
修辞技法といった和歌固有のルールも定められる。和歌の持つこれらの制約には，
和歌の共同性や非日常性といった性格が反映されている。これらは，和歌を読解す
るうえで重要な観点だと言える。しかしながら，高等学校における和歌学習では，
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古語で紡ぎ出された韻文を，現代語の散文に置き換えて理解させることに重きを置
くあまり，和歌の持つ特性が軽視される傾向にある。和歌は，古典のなかでも苦手
意識を持つ生徒が多い分野である。それは，このような和歌学習のあり方にも一因
があると考えられる。
　和歌をめぐる，このような閉塞状況を改善するためには，従来の訓詁注釈的な古
典教育から脱却し，韻文としての和歌の特性を生かした学習を考える必要がある。
解釈の際，文法・語彙における理解の正しさは当然担保されなければならないが，
それだけに終始しては和歌表現の本質的な理解にはつながらない。そこで大切にし
たいのが，和歌を詩として読むことである。竹村（2018）は，和歌を詩として読む
とは，「詠歌主体の心的体験を聴き取ること」だとし，この過程を通して「自分の
思いや考えを深める」営みが行われると述べたうえで，そのための仕掛けとして「和
歌の詩化」を提案する5）。渡部泰明（2016）が提案するのは，学習者が和歌を作る
という試みである。渡部（2016）は，和歌が享受と創作が密接に結びつく文芸であ
ることをふまえ，和歌を作ることで詠歌の過程を体験でき，その体験が「生徒を歌
の言葉と歌の言葉が結び合う瞬間に立ち会わせる」と述べる6）。彼らの言及からは，
和歌を詩の形で表現することの有効性がうかがえる。和歌を詩の形にすることで，
学習者は詠歌主体と同じ地平に立つことができる。それは，学習者自身が主体的に
ことばと向き合い，ことばに対する感受性を高める契機となり得るように思われる。

３．教材化にあたって

3．1　何を教材とするか
　本稿では，和歌の特性を生かす学習を具体化するにあたり，小倉百人一首（以下，
百人一首とする）を活用することとした。百人一首は，かるた遊びなどを通して幼
い頃から触れてきたものであり，個々の内容がよくわからなくても，思い出ととも
に親しみを喚起させるものである。このような百人一首を教材にすることは，生徒
が古典に対して抱く苦手意識を肯定的なものに変える可能性を持つだろう。その一
方で百人一首は，菊川恵三（2006）7）や二田貴弘（2007）8）の指摘にあるように，古
文の導入期には楽しむ教材として有効であるが，それを学びへと接続することが課
題とされてきた。本稿では，その手立てとして英訳百人一首を用いた実践を考案す
る。日本の伝統文化の一つである百人一首を学ぶのに，なぜ英訳を用いる必要があ
るのか。竜田徹（2017）は，英訳百人一首の教材性として「もとの『百人一首』に
関するメタ思考を促すとともに，そのメタ思考の過程を通して古典文学への親しみ
を育てる」点を挙げ，その意義を見出す9）。英訳百人一首を教材とし，相対化の視
点を持つことは，古典への親しみだけでなく，和歌の本質的な理解にもつながるの
ではないか。また，近年，カリキュラムマネジメントを確立することの必要性が指
摘される。国語科と英語科は，言語を共通の学習基盤とする教科でありながら，教
科横断的な取り組みを積極的に行っていないのが現状である。本実践で，百人一首
を題材に，日本語と英語を行き来して学習を進めることで，共通の学習基盤である
ことばそのものに関する気づきや学びも得られるように思われる。
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　英訳百人一首を用いた学習の先行事例としては，①同一和歌の英訳３首を読み比
べる，②１首を取り上げて原文と英訳を読み比べるという２種類がある10）。①は柾
木貴之（2012）が行った俳句の英訳３首をグループで日本語に訳し比較する授業実
践11）を竜田（2019）が再構成したもの12）で，同一和歌の英訳３首を読み比べるこ
とで，百人一首への関心や理解を深めること，メタ言語能力を育成することが目指
される。②は那須充英（2016）による実践13）であり，和歌に直接詠まれない解釈
を含む訳詩を取り上げ，日本語に直し，もとの歌と比較しながら翻訳者の工夫を考
えることで，表現力を育てること，翻訳者の意図を想像すること，日本語の性質に
気づくことが目指される。これらの先行事例には共通して比較という活動が取り入
れられる。本稿では，先行事例に見出せる比較の活動に加え，新たな試みとして，
自分の好きな百人一首和歌を英語に訳詩するという創作活動を取り入れた実践を考
える。この活動を行うことで，和歌を詩として読み，詩の形にすることの有効性も
期待できると考える。

3．2　どのような手順で行うか
　和歌の解釈とは，語彙や文法だけでなく，背景知識や歌ことば，修辞技法などの
和歌固有の表現ルールも知ったうえで，作者の意図に即して行う作業であり，言語
化されない部分を掘り起こすことが重要となる。しかし，従来の訓詁注釈的な方法
で和歌を学んだ生徒にとっては，これらの点に関する理解不足が予想されるため，
古典の授業を行い，和歌の基本構造や解釈の方法を学ばせることから始めることと
した。特に，景物と心情を詠んだ歌が物に寄せて思いを述べる点に注目し，序詞や
掛詞などの修辞技法が和歌世界と密接に関連することに気付かせたい。そのうえで，
自分の好きな和歌の解釈に移る。当該和歌に関する資料を読んだり，班で意見交換
したりしながら，できるだけ多角的に分析させ，和歌世界を再構築させる。
　次に，英語科教員の協力を得て，英訳百人一首を用いた授業を行う。教材とする
のは，ピーター・J・マクミラン（2017）による英訳である14）。ドナルド・キーン

（2009）は，マクミラン訳について「形式に拘泥しない自由さ」があり，「この歌集
本来の価値と美を蘇らせている」と評価する15）。彼の訳は，百人一首の和歌世界を
深く理解したうえで，その世界を表すことばを探り，様々な工夫を凝らしながら英
語の詩として表現することに成功している。この英訳を教材とし，原典と比較する
ことで，百人一首の詠歌過程だけでなく，優れた翻訳過程の追体験が可能となる。
訳詩創作を取り入れることで，学習者に，解釈や表現に当事者として向き合うこと
を促すことができる。授業の前半部分については，先行事例でも取り入れられた比
較の活動を中心に展開する。本実践では，翻訳の工夫が施された和歌３首を取り上
げる。以下に，マクミラン訳とともに示す。
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12番　僧正遍昭

20番　元良親王

16番　中納言行平 

　
　12番「天つ風」歌を取り上げたのは，「をとめの姿」が「these heavenly dancers 
from returning home」と翻訳されることに気づかせ，その意図を考えさせるため
である。この歌がもともと収められた『古今和歌集』では，「五節の舞姫を見て詠
める」という詞書が添えられる16）。五節の舞は，毎年宮中で行われた少女たちの舞
で，天武天皇が吉野へ行幸した際，天女が天上から降りて舞ったという伝説が起源
とされる。この歌では，五節の舞姫と天女が重層的に表現される。「these 
heavenly dancers from returning home」というマクミランの翻訳には，背景知識
を知らない現代の私たちに配慮した言語表現を見出すことができる。20番「わびぬ
れば」歌で注目させたいのも同様の工夫である。この歌には掛詞「みをつくし」が
用いられるが，「澪標」が何かを含め，即座に共有しにくい部分も多い。かつて人々
が共同性として有した和歌における教養は，ほぼ失われてしまった。マクミラン訳
では，この喪失部分を補うかのように，「Like the channel markers of Naniwa 
whose name means “self-sacrifice”」と表現される。これも，現代に生きる世界中
の読者に和歌の世界を伝えるための工夫としてとらえられる。また，16番「立ち別
れ」歌における「まつ」は，上の文脈からは「松」，下の文脈へは「待つ」で続く
掛詞である。マクミラン（2017）はこの部分について，「英語の p

パ イ ン

ine にも，「松の木」
と「（人を）待ち焦がれる」という意味がある」とし，「可能なときには原典の言葉

立ち別れ
いなばの山の
峰に生ふる
まつとし聞かば
今帰り来む

Though I may leave
for Mount Inaba,
whose peak is covered with pines
if I hear that you pine for me,
I will come straight home to you.

わびぬれば
今はた同じ
難波なる
みをつくしても
逢はむとぞ思ふ

I’m so desperate, it’s all the same.
Like the channel markers of Naniwa
whose name means “self-sacrifice,”
let me give up my life
to see you once again.

天つ風
雲の通ひ路
吹きとぢよ
をとめの姿
しばしとどめむ

Breezes of Heaven, blow closed
the pathway through the clouds
to keep a little longer
these heavenly dancers
from returning home.
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遊びや語呂合わせを取り込むようにした」と述べる17）。授業ではまずこれら３首の
英訳を示し，原典の和歌を類推させる。原典がわかるということは，学習者が両者
を比較することで何らかの共通点を見出せたことを意味する。そのうえで，相違点
にも気づかせるようにしたい。そこには翻訳の工夫が施されており，この部分を掘
り下げることで，翻訳者が再構築した和歌世界の豊かさに触れられると考える。
　マクミランの訳詩には，内容面以外の工夫も見出せる。３番「あしびきの山鳥の
尾のしだり尾のながながし夜をひとりかも寝む」（柿本人麿）と10番「これやこの
行くも帰るも別れては知るも知らぬも逢坂の関」（蟬丸）の歌を例として挙げたい。
３番歌は「The long tail of the copper pheasant trails, drags on and on like this 
long night alone in the lonely mountains, longing for my love.」と翻訳される。こ
の歌について，マクミラン（2017）は，「濃密な視覚的イメージのよい例」として
とらえ，「言葉が絵になるような方法」で訳したと述べる（下図参照）18）。具体的に
は，１単語ごとに
改行し，縦に長い
訳 詩 に す る こ と
で，独り寝の夜の
長さに重ね合わさ
れた山鳥の尾の長
さが視覚的に表現
される。さらに，
音の繰り返し（と
り わ け「 の 」 と

「お」）が見られる
ことをふまえ，「on 
/ love / longing / 
alone といった似
た響きの言葉を重
ねて原典に相似す
る聴覚的効果を作り出し，より長く聞こえるように工夫し」たとも述べる19）。10番
の「これやこの」歌は，「So this is the place! Crowds, coming going meeting 
parting, those known, unknown – the Gate of Meeting Hill.」と訳され，多くの人
が行き交う場所である「逢坂の関」の賑わいが，言葉の折り返しやリズミカルな音
で表現される。視覚や聴覚などにも訴えかける工夫を示すことで，訳詩創作の参考
にさせたい。
　授業の後半は，百人一首の英語訳詩を創作させる。高校生にとって，英語を用い
た訳詩創作は困難を伴うことが予想されるが，重要なのは訳詩としての完成度では
なく，異なる言語間を行き来することで和歌世界への理解を深め，一つ一つの言語
表現と向き合い，ことばの力を育む契機とすることである。思い入れのある和歌を
訳詩することで，学習者が意欲的に臨めるよう配慮した。最後に単元の総括として，
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70番歌の英訳２種類（①②，下記参照）が紹介された新聞コラムを取り上げる20）。

70番　良暹法師

英訳①は2017年刊行の『英語で読む百人一首』記載のもので，その後，②のように
改められた。マクミラン（2019）は，この変更について次のように述べる。
　　 詠み人は秋の夕暮れの景色の中にも，自らの心の中にも，同じような寂しさを

見いだした。その神髄を英語でうまく伝えるにはどうすればよいのか。思いを
巡らせた結果，このコラムのための新しい英訳（②）が生まれた。より良い翻
訳を生み出す作業には終わりはない21）。

原典である「さびしさに」歌は，竹村（2018）が指摘するように，「接続助詞「ば」
のほかには特段の文法事項の確認の必要もない」歌であり22），従来の指導では，接
続助詞「ば」が順接確定条件であること，秋の夕暮れの寂しさを詠むことの説明を
行う程度であったと考えられる。訳詩①②の相違点として特に注目したいのが，接
続詞の用い方である。①では「and」，②では「but」が用いられる。文法的な正確
さを優先すれば「and」を選択すべきところであるが，なぜあえて「but」に変更
したのか。この点を探らせることで解釈のありようを考えさせたい。原典の和歌に
詠み込まれた草庵は，詠み人の孤独でさびしい心の象徴でもあった。そのさびしさ
に堪えかねて外に出た詠み人には，おそらくさびしさ以外の何かを求めようとする
気持ちがあったと考えられる。にもかかわらず，さびしさは秋の夕暮れの中にも広
がっていた。マクミランは，文法的な正確さよりも，詠歌主体の心情の流れを重視
しようとして逆接の接続詞「but」を用いたのではないか。ここに，マクミランの
解釈の深まりを見出せると言える。

４．実践の概要

　前節で示した構想をふまえて行った実践の概要は次の通りである。配当できるの
が２時間と限られていたため，事前・事後の課題を加えて実践を行うこととした。

さびしさに
宿をたち出でて
ながむれば
いづくも同じ
秋の夕暮

①　With a lonely heart,
　　I step outside my hut
　　and look around.
　　Everywhere’s the same –
　　Autumn at dusk.   

②　With a sad heart,
　　I step outside my hut.
　　But wherever I look,
　　sadness also fills
　　the autumn dusk.
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【単元名】　　英訳百人一首で育むことばの力

【対象者】　　兵庫県立高等学校（全日制普通科）　2年生1クラス40名

【実施科目および日時】
　古典Ｂ　文系生徒（16名）2021年7月12日，理系生徒（24名）2021年7月14日
　　　　　＊教育課程の編成上文系・理系に分かれ，同内容で実施した。
　コミュニケーション英語Ⅱ　全員（40名）　2021年7月15日

【協力者】　　英語科教諭 古川次男，外国語指導助手 Karen Wright

【単元の目標】　
　・ 和歌表現の基本構造や解釈の方法について学んだうえで，自分の好きな百

人一首和歌を多角的に検討し，解釈を深める。
　・ 百人一首とその英訳を比較し，英語で訳詩を創作することで，和歌世界を

深く味わうとともに，翻訳が解釈を再構築し，別の言語で表現する創造的
な行為であることに気づかせ，言語表現の可能性を考えさせる。

　・ 日本語と英語を行き来することで，普段の言語運用では意識されにくいこ
とばの特性や機能に気づかせ，ことばの力を育む契機とする。

【単元計画】
〈事前課題〉
　 百人一首の英語訳詩創作にむけて，自分の好きな和歌を選び，理由をワーク

シートに記す。国語便覧等を参考に，歌意，文法事項，修辞技法などを整理
する。

〈第１時　古典 B〉
　 和歌表現の基本構造として，景物を詠んだ歌，心情を詠んだ歌，景物と心情

を詠んだ歌の３種類に大別できることを知り23），解釈の方法を学ぶ。次に，好
きな百人一首の和歌について，参考資料や班での意見交換をふまえつつ，多
角的に分析を進める24）。そのうえで，当該歌で自分が最も大切にしたい部分を
焦点化し，英語訳詩に向けての土台を作る25）。

〈第２時　コミュニケーション英語Ⅱ〉
　 英語科教諭と外国語指導助手とのティームティーチングとして行う。授業で

は，国語科教諭である稿者が日本語，英語科教諭と外国語指導助手は英語で
指示および説明を加える。まず，マクミラン（2017）による百人一首の英訳26）

を３首示し，原典となる和歌を類推する。両者を比較し，共通点や相違点を
探るなかで翻訳の工夫を考え，解釈の奥深さを学ぶ。視覚や聴覚に訴える工
夫もふまえつつ，自分の好きな和歌の訳詩を英語で創作する。完成後，他の
生徒の作品やマクミランの英訳を紹介し，解釈の豊かさに触れる。最後に新
聞コラム27）を読み，ことばの性質や働きを俯瞰的にとらえ，解釈という行為
について改めて考える。

〈事後課題〉
　 創作した英語訳詩の自己評価をその理由とともにワークシートに記入する。

単元全体を振り返り，学んだことを言語化する。
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５．実践の結果および考察

　本実践から生徒は何を学んだのか。まずは，前節で示した実践の概要で〈事後課
題〉として課したワークシートから，単元全体を通して学んだことに関する記述を
分析し，実践の総体をとらえる。次に，〈第２時〉で創作した英語訳詩と〈事後課題〉
で行った自己評価を示し，具体をみていくこととする。

5．1　単元で学んだことの記述から
　記述を分析すると，すべての生徒に何らかの学びがあったことがわかる。学びの
内容は多岐にわたるが，【Ａ】古典和歌に関する気づき，【Ｂ】解釈や表現に関する
気づき，【Ｃ】ことばに関する気づきの３種類に大別して主だったものを示す。括
弧内の人数は，各項目に該当するコメントを記入した生徒の数（のべ人数）を表す。

【Ａ】古典和歌に関する気づき（７人）
　・ 百人一首を訳すのは難しかったが，英語の形で見てみることでより深く読むこ

とができ，作品をより楽しめたように感じた。作品の美しさをもっと感じられ
た。

　・ 百人一首をここまで深く考えることがなかったので，ことばを一つ一つ見てい
くと，たった31文字から，いろんな季節の風景とか，大切な人への想いが詰まっ
ていて，とても素敵だなと思いました。

【Ｂ】解釈や表現に関する気づき（24人）
　・百人一首の意味は，背景や時代と一緒に考えると，とても楽しいとわかった。
　・ ある程度文学性を保持しつつ，かつ訳さなければならないとなると難しかっ

た。英語と国語の表現力が少し身についたと思う。
　・ 英訳するとリズムとかことばのニュアンスが変わってしまって難しかったので

すが，英語でピタッとはまったのを読んだときは，感動しました。
　・表現の幅が広がった気がして楽しかったです。
　・ 異なる言語で表すということは，その奥に込められた意味をどう翻訳するのか

という点が一番難しいところだと思いました。
　・ 現代語訳だけでは分からなかったけれど，英訳するときに，歌の意をわかりや

すくしようとしたときに，よく理解することができました。 
　・ 翻訳というものはただ言葉を置き換えるだけでなく，心情や背景も言葉にのせ

て伝えるとても面白いものなのだと思った。
【Ｃ】ことばに関する気づき（25人）
①差異に着目したもの（８人）
　・ 日本語と英語で全く表現がちがって，言語の幅広さを学びました。
　・ 和歌には英語で表現できないような言いまわしがあって，そこから日本語の奥

深さを感じました。
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②共通性に着目したもの（11人）
　・ 一つの日本語にもいろいろな意味があるように，一つの英語にもいろいろな意

味があって，まったく違う言語から共通性を感じました。
　・ 16の歌で松と待つで掛詞になっているのが，英語でも“pine”という単語で２

通りに表現されていて，言葉の面白さと，言語，時代を超えたつながりを感じ
られて面白かった。更に言語の勉強に興味が出た。

③意義や可能性に着目したもの（６人）
　・ 言語が違っていても，こんなにも歌の意味を感じることができるのだととても

感動しました。
　・ 僕は今回の学習を通じて，言葉の秘めた無限の可能性を痛感した。言葉は紡ぎ

方次第で，どんなに複雑な人間の感情でも表現できる。そのことを，百人一首
を自分の解釈した世界観通りに英訳する中で学ぶことができた。

　・ 昔の日本で愛された風景や，それぞれの心情を日本国内だけでなく，世界中に
うけついでいくことが出来る「言葉」の力は偉大だと感じました。

　まず，【Ａ】の古典和歌に関する気づきを挙げた生徒（７人）を分析する。「英語
の形で見てみることでより深く読むことができ，作品をより楽しめたように感じ
た。作品の美しさをもっと感じられた。」とある。授業までは，自分の好きな和歌
とは言うものの，その内容理解には不十分な点があったことがうかがえる。しかし，
英語訳詩を通して和歌を見つめ直し，相対化することで，改めてその魅力に触れる
ことができたと言える。
　次に，【Ｂ】の解釈や表現に関する気づきを挙げた生徒（24人）を取り上げる。「百
人一首の意味は，背景や時代と一緒に考えると，とても楽しい」という記述からは，
言語化されない部分を掘り起こすことで，解釈の豊かさに気づいた生徒の姿があ
る。また，表現の難しさを実感した生徒も多く見られた。しかし，試行錯誤しなが
ら表現を重ねることで，「表現の幅が広が」っていく。翻訳を「ただ言葉を置き換
えるだけでなく，心情や背景も言葉にのせて伝えるとても面白いもの」とする記述
にも，表現の面白さについての気づきを見出せる。
　最後に，【Ｃ】のことばに関する気づきを挙げた生徒（25人）について，着目の
対象を，①差異，②共通性，③意義や可能性の３項目に整理して分析する。①英語
と日本語の差異を見出す生徒（８人）より，②共通性に着目する生徒（11人）の方
がやや多いという結果になった。また，③ことばの意義や可能性に着目する生徒（６
人）も見受けられた。英語と日本語を行き来することで，古典和歌への理解が深ま
るだけでなく，ことばそのものを多角的かつ俯瞰的にとらえることができたと言え
よう。

5．2　創作した訳詩および自己評価の記述から
　次に，創作した英語訳詩の具体をみていく。前節で示した〈事後課題〉において
自己評価を４段階で行わせたところ，次のような結果となった。
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全40名の評価平均は2.75点だった。「全く表現できなかった」という生徒は見られず，
全員が何らかの形で自らの解釈を表現できたと言える。ただ，「あまり表現できな
かった」とする生徒も一定数見出せる。今回の訳詩創作で目指したのは，訳詩とし
ての完成度ではなく，和歌世界への理解を深めること，一つ一つの言語表現と向き
合い，ことばの力を育む契機とすることであり，表現の可否や程度よりも，生徒が
どのような思考過程を経て評価にいたったのかを重視しなければならないだろう。
この点をふまえ，主だったものについて評価段階ごとに訳詩と評価理由を示し，考
察したい。①が訳詩した百人一首，②が訳詩（改行等は考慮せずに記載，スペルミ
スなど明らかな誤りのみ修正），③が自己評価の理由を表す。

●自己評価４
【生徒Ａ】
　①  18番　住の江の岸に寄る波よるさへや夢の通ひ路人目よくらむ（藤原敏行朝

臣）
　②  Why don’t you come closer to my side? I’d like to sit close to you, like the 

waves lapping against the shore, I’ll wait for you forever until we sit side by 
side.

　③  出てくる人物の心情を推測して，これが怒りに近い問いかけになる，ここは，
こうなりたい，こうしたいっていう願望があるなど，深く考え，想像できた
から。

●自己評価３
【生徒Ｂ】
　①  100番　ももしきや古き軒端のしのぶにもなほあまりある昔なりけり（順徳院）
　②  The more I look at missing ferns hanging down from the old eaves of 

courts, the more I miss the old days.
　③  分かりやすく訳すことはできたけど，もうちょっと工夫すればよかった。「し

のぶ草」を“missing ferns”にして掛詞を表現した。
【生徒Ｃ】
　① 24番　このたびは幣も取りあへず手向山紅葉の錦神のまにまに（菅家）
　②  This tour I can’t offer the present.  Mount Tamuke’s autumn leaves, a mercy 

for your mind.
　③  上の句は 「r」 で音をそろえました。「まにまに」 は 「a mercy for your mind」

で「m」の音を出しました。「mercy」の意味は，恵みという意味です。「も

4 自分が解釈した和歌の世界をよく表現できた。 3名
3 自分が解釈した和歌の世界をある程度表現できた。 24名
2 自分が解釈した和歌の世界をあまり表現できなかった。 13名
1 自分が解釈した和歌の世界を全く表現できなかった。 0名
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みじの錦」を，もっとこだわって表現したかったです。
【生徒Ｄ】
　①  40番　忍ぶれど色に出でにけり我が恋は物や思ふと人の問ふまで（平兼盛）
　②  I have been hiding my love but my face showed it so much that people ask 

me now whether I’m in love.　
　③  「表れる」や「表情」を訳す時に使う単語は吟味したけれど，ピーターさんの

訳では，“blush”（顔を赤らめる）と表現されていて，まだまだぴったりの単
語があるなと思ったから。

【生徒Ｅ】
　①  15番　君がため春の野に出でて若菜つむわが衣手に雪は降りつつ（光孝天皇）
　②  It is only for you I am coming to the field in spring to pick green herbs.  It 

is snowing on my sleeve.
　③  「あなたのため」っていうことを強調することを意識できたからです。でも

「light snow」のほうが真冬じゃなくて，冬の終わりの細かい雪の感じがして，
いいなと思いました。

●自己評価２　
【生徒Ｆ】
　① ５番　奥山に紅葉踏み分け鳴く鹿の声聞く時ぞ秋は悲しき（猿丸大夫）
　②  At the deep mountain, I felt the loneliness of fall because of the crying deer, 

walking through the maples.　
　③  これ（「walking through the maples」を指す。稿者注）を分詞構文として，「I」

にかけるか，それとも「the deer」にかけるかを英語上でも曖昧にしてみた。
文法を意識しすぎた直訳になってしまい，何だか歌として全く味がなく，趣
もない作品となってしまった。次は，もう少し，意訳をする技能も付けたい。

【生徒Ｇ】
　① 77番　瀬を早み岩にせかるる滝川のわれても末に逢はむとぞ思ふ（崇徳院）
　②  Because the river flows rapidly, as if a rapid river which was stopped by a 

rock, the two currents meet again, now I leave you.
　③ 序詞はどう表現すれば良いのかよく分からなかった。

　自己評価を４にした【生徒Ａ】は，人物の心情を表現するにあたり，「深く考え，
想像できた」と記す。自己評価３の【生徒Ｂ】は，「しのぶ草」を「missing ferns」
にして「I miss the old days」と重ね，掛詞として表現した。【生徒Ｃ】は，上の
句を「r」の音でそろえ，「まにまに」を「m」の音を重ねて表現するなど，聴覚的
な工夫を施した。ここには，生徒が解釈した和歌世界の魅力を，英語を用いて表現
しようとし，形にした様子を見出せる。それでは，自己評価を２の「自分が解釈し
た和歌の世界をあまり表現できなかった」とした生徒はどうか。【生徒Ｆ】は，分
詞構文を用いることで紅葉を踏み分ける主体を「鹿」にも「私」にもとれるように
工夫し，歌の奥行きを訳詩でも再現した。【生徒Ｇ】は自己評価２の理由に，序詞



90

の表現方法がよく分からない点を挙げる。「瀬を早み」歌は景物と心情を詠んだ歌
である。序詞に見出せる，岩によってせきとめられた川の流れがいったん分かれて
もまた合流するという情景が，障害を乗り越えて必ず逢おうとする詠歌主体の恋心
を映し出している。生徒の訳詩を見ると，自然の情景については過不足なく表現さ
れるが，恋心については「now I leave you.」という表現のみが記されており，詠
歌主体の逢おうとする意志は明示されない。おそらく【生徒Ｇ】は，この歌の半分
以上を占める序詞に意識を向け，そこに現れた自然の情景を忠実に再現しようとす
るあまり，歌に詠まれた恋の文脈と有機的に結びつけ，表現につなげることに難し
さを覚えたのではないだろうか。だから，序詞がよく分からなかったと記し，別の
記述欄においてもその表現方法を質問したのだと思われる。確かに，【生徒Ｇ】は
序詞の表現に苦労していると言える。しかし，この生徒は「瀬を早み」歌の世界を
理解できなかったわけではない。訳詩をよくみると，「I leave you.」の前に，「now」
が付いている。訓詁注釈的に訳す場合には出てくることのないことばである。ここ
には生徒自身がとらえた解釈を見出すことができる。恋する二人がいつの日かまた

0 0 0 0 0 0 0

逢うことが前提とされるからこそ，今
0

私はあなたのもとを離れると表現されるので
ある。訳詩の冒頭に「because」という理由を表す接続詞が置かれるのも，今私が
あなたのもとを離れる根拠が，分かれてもまた一つになるという自然の川の摂理に
あるからだと考えられる。【生徒Ｇ】の訳詩に見られる工夫からは，この生徒が「瀬
を早み」歌の世界を理解し，自らのことばで表現したことがうかがえる。
　また，訳詩創作後，参考として示したマクミラン訳と比較することでさらによい
表現があることに気づいた生徒も見られた。【生徒Ｄ】は，自分なりに単語を「吟味」
するなかで「まだまだぴったりの単語があるなと思った」と記しており，「より良
い翻訳を生み出す作業には終わりはない」28）ことを自らも創作に携わることで学ん
だことがわかる。【生徒Ｅ】にも同内容の気づきが見られる。これらの記述からは，
和歌表現と主体的に向き合おうとする姿勢や，自身がとらえた和歌世界をより適切
に表現したいという思いを見出せるのではないだろうか。

６．まとめと今後の課題　

　本実践は，大学院の専門職学位課程における教科指導力向上実習の一環として，
高校２年生を対象に行ったものである。第１時は古典Ｂ，第２時はコミュニケーショ
ン英語Ⅱとして実施した。生徒の感想からは，普段の授業との違いにとまどいつつ
も，知的好奇心をもってこの授業を受けたことが見てとれる。前節で整理したよう
に，生徒がこの実践を通して学んだことは多岐にわたる。英訳百人一首を用いた先
行事例では，百人一首への関心や理解を深めること，翻訳者の意図を想像すること，
メタ言語能力を育成すること，学習者の表現力を育てることなどが目指された29）。
本実践における生徒の記述にも同様の指摘を見出すことができ，その有効性が認め
られる。
　また，本実践では，先行事例で用いられた比較の活動に加え，英語による訳詩創
作にも取り組んだ。この活動によって目指したのは「和歌の詩化」30）である。百人
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一首とその英訳の比較を通して見出した翻訳における工夫を参考にしながら，学習
者自身が当事者となって自らの解釈した和歌世界を表現することは，和歌の特性を
生かした学びにつながると考える。生徒の記述からは，自らも創作者となることで，
解釈や表現のありようについてさらなる気づきを得て，学びが深まった様子が見出
せる。
　今後の課題として３点を挙げる。１点目は，実践における取り組みについて，そ
れぞれもう少し時間をかけて行う必要性があったということである。特に，創作し
た訳詩を相互批評する時間を確保し，充実させることで，生徒間の表現の違いが顕
在化し，解釈や表現の豊かさについてさらなる気づきをもたらすことができると考
える31）。２点目は，英訳百人一首の教材性を追求することである。英訳百人一首に
は，本実践で取り上げた和歌以外にも様々な工夫が施される。工夫の内容ごとに整
理し，指導事項を焦点化したうえで教材化する取り組みが継続されるべきだと考え
る。３点目の課題として挙げるのが，教科横断的な学習の観点から実践の有効性を
検証することだ。本実践は，高等学校における教科横断的な取り組みの一つである。
本稿では主として古典教育の立場から論を進めたが，英語科教育の立場からはどの
ような意味を持つのか。また，本実践を，英語と国語に共通する学習基盤であるこ
とばの観点からとらえると，どのような可能性を見出せるのか。教科横断的な学習
の具体として検証がなされるべきだと考える。
　最後に，今回の実践は，同僚教員の協力を得ることで実現した。英訳百人一首の
教材化および授業実施にあたって，国語と英語それぞれの専門性を生かしながら対
話を重ねることで，指導者である私自身にとっても，古典教育やことばに関する新
しい視座を獲得する機会となった。改めて，職場における同僚性の重要さを実感し
た次第である。この場をお借りして，本実践に協力してくださった英語科の古川次
男教諭，外国語指導助手 Karen Wright 氏に，心より感謝申し上げたい。

［注］

１）国立教育政策研究所実施「平成17年度高等学校教育課程実施状況調査」。
２）前掲注１）に同じ。「漢文を好きだ」という質問に対し，「どちらかといえばそ

う思わない」が20.9％，「そう思わない」が50.3％という結果が出た。
３）石塚修「国語科教育からみた和歌指導のゆくえ」（和歌文学会『和歌文学研究』

112号，pp.2-8，2016年６月）。
４）竹村信治「和歌の詩化－〈言葉による見方・考え方の働かせ方〉－」（広島大学

教育学部光葉会『国語教育研究』第59号，pp.145-150，2018年３月）。
５）前掲注４）竹村論文に同じ。竹村は，「和歌の詩化」のモデルとして石川啄木

の『一握の砂』を挙げ，「和歌に句読点を付す」，「読点で改行」，「句点で改行・
一行空き」という手順に基づいて詩形化することを提案する。

６）渡部泰明「和歌をつくる」（和歌文学会『和歌文学研究』112号，pp.16-20，
2016年６月）。

７）菊川恵三「百人一首カルタを利用した古典学習」（和歌山大学教育学部『和歌
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山大学教育学部紀要．教育科学』第56集，pp.159-166，2006年２月）。
８）二田貴広「教育の場でどう扱われているか」（學燈社『國文学：解釈と教材の

研究』第52巻16号，pp.164-169，2007年12月）。
９）竜田徹「英訳百人一首の日本語訳とその教材性（上）－国語科・伝統的な言語

文化・古典の学習指導の充実に向けて－」（佐賀大学国語教育学会『佐賀大国
語教育』第１号，pp.11-26，2017年３月）。

10）竜田徹「英訳百人一首の日本語訳とその教材性（下）－国語科・伝統的な言語
文化・古典の学習指導の充実に向けて－」（佐賀大学国語教育学会『佐賀大国
語教育』第３号，pp.7-18，2019年２月）。

11）柾木貴之「国語科が英語科と連携する意義について－「国語科と英語科のチー
ム・ティーチング」を例に－」（全国大学国語教育学会『国語科教育』71巻，
pp.43-50，2012年３月）。

12）前掲注10）竜田論文に同じ。　
13）那須充英「ことばへの気づきを育てる『百人一首』の指導－英訳百人一首との

比較を通じて－」（横浜国立大学国語・日本語教育学会『横浜国大国語研究』
第34号，pp.48-59，2016年３月）。

14）ピーター・J・マクミラン『英語で読む百人一首』（文春文庫，2017年）。
15）ドナルド・キーン「マックミラン訳の魅力」（マックミラン・ピーター著 佐々

田雅子訳『英詩訳・百人一首　香り立つやまとごころ』集英社新書，2009年）。
16）『新日本古典文学大系５　古今和歌集』（岩波書店，1989年）。
17）前掲注14）ピーター・Ｊ・マクミラン著書に同じ。
18）前掲注14）ピーター・Ｊ・マクミラン著書に同じ。
19）前掲注14）ピーター・Ｊ・マクミラン著書に同じ。
20）ピーター・マクミラン「秋の夕　逃れられぬ寂しさ重ね」（朝日新聞「星の林

に　ピーター・マクミランの詩歌翻遊」，2019年10月30日）。
21）前掲注20）コラムに同じ。
22）前掲注４）竹村論文に同じ。
23）景物を詠んだ歌として87番「村雨の露もまだひぬ槇の葉に霧たちのぼる秋の夕

暮」（寂蓮法師），心情を詠んだ歌として56番「あらざらむこの世のほかの思ひ
出にいまひとたびの逢ふこともがな」（和泉式部），景物と心情を詠んだ歌とし
て13番「筑波嶺の峰より落つるみなの川恋ぞつもりて淵となりぬる」（陽成院）
などの例を示し，説明を加えた。

24）事前課題で疑問点や質問点を記した生徒については，コメントをつけて返却し
た。その他の参考資料として，谷知子『百人一首解剖図鑑』（エクスナレッジ，
2020年）を用いた。班については，春や恋など，歌の内容を考慮して編成する
ことで，班での意見交換を自らの解釈に生かせるようにした。

25）単に現代語に置き換えるだけでは和歌の散文化となり，和歌の特性を生かすこ
とができないので，自らが解釈した和歌世界において核となる部分は何かを考
えさせ，その部分をできる限り詳しく言語化させるようにした。
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26）前掲注14）ピーター・J・マクミラン著書に同じ。
27）前掲注20）コラムに同じ。
28）前掲注20）コラムに同じ。
29）前掲注10）竜田論文に同じ。
30）前掲注４）竹村論文に同じ。
31）本実践で生徒が創作した訳詩のなかに，同一和歌をもとにしたものがある。た

とえば，35番歌「人はいさ心も知らず古里は花ぞ昔の香ににほひける」（紀貫之）
がそうである。このような歌を例にして複数の訳詩を読み比べることで，解釈
や表現の豊かさをより感じることができるのではないだろうか。以下に，３名
の生徒による訳詩を示す。

　　・ People easily change their minds, even though the fragrance of the ume 
blossoms in my old home hardly changes.

　　・ Only ume blossoms are wafting with the same fragrance as the past.  I 
don’t know how your mind is. 

　　・ I don’t know your heart.  In this hometown, only plum blossoms have been 
smelled.

＊ 論文中における百人一首和歌の表記は有吉保『百人一首』（講談社，1983年）に従っ
た。なお，本文に注記した以外の参考文献は以下の通りである（刊行順）。

　・尼ヶ崎彬『日本のレトリック－演技する言葉』（筑摩書房，1988年）
　・渡部泰明『絵で読む百人一首』（朝日新聞社，2014年）
　・渡部泰明編『和歌のルール』（笠間書院，2014年）
　・鈴木日出男・山口慎一・依田泰『原色小倉百人一首』（文英堂，2014年）
　・小池昌代『ときめき百人一首』（河出文庫，2019年）
　・『新総合図説国語　新訂版』（東京書籍，2020年）

＊本稿第３節の図について，転載の許諾をいただいた文藝春秋社に感謝申し上げる。

 （たなか　いくよ・兵庫教育大学大学院／兵庫県立北摂三田高等学校）




